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題
に
関
し
て
は
、
相
当
程
度
、
私
た
ち
の
考

え
方
が
反
映
さ
れ
、
金
属
労
協
が
求
め
て
き

た
、さ
ら
な
る
「
統
合
と
改
革
」
に
向
け
た
基

礎
を
固
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
ま
す
。

　

背
景
に
は
、
ベ
ル
ト
ホ
ル
ト
・
フ
ー
バ
ー

会
長
が
、
多
様
な
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、
公

正
か
つ
厳
正
に
対
処
さ
れ
、
ユ
ル
キ
・
ラ
イ

ナ
書
記
長
が
、
論
議
の
環
境
整
備
に
努
め
て

き
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、

本
世
界
大
会
を
も
っ
て
、
ご
両
名
と
も
ご
退

任
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
献
身
的
な

取
り
組
み
と
金
属
労
協
の
多
く
の
仲
間
に
傾

け
て
頂
い
た
信
頼
と
友
情
に
心
よ
り
敬
意
と

感
謝
を
表
す
と
共
に
、
金
属
労
協
と
し
て
、

第
２
期
と
な
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ

ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
の
前
進
に
最
大

限
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
本
世
界
大
会
に
お
い
て
は
、
イ

ェ
ル
ク
・
ホ
フ
マ
ン
新
会
長
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

サ
ン
チ
ェ
ス
新
書
記
長
を
始
め
と
す
る
、
第

２
期
の
船
出
に
相
応
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

第
２
期
を
迎
え
た

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は

本
格
稼
働
の
フ
ェ
ー
ズ
へ

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
金
属
労
連
）、Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
（
国

際
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
鉱
山
一
般
労
連
）、
Ｉ
Ｔ

Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ（
国
際
繊
維
被
服
皮
革
労
組
同
盟
）

の
3
つ
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
（
国
際
産
業
別
労
働
組
合

組
織
）
の
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、
統
合
に
よ

る
相
乗
効
果
や
活
動
の
統
一
化
を
目
指
し
た

４
年
間
の
助
走
期
間
を
経
て
、
2
0
1
6
年

10
月
、
第
2
回
世
界
大
会
を
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
し
、
本
格
稼
働
の

フ
ェ
ー
ズ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

第
2
回
世
界
大
会
に
は
、
世
界
の
99
カ
国

3
2
4
組
合
、1
2
6
9
名
（
う
ち
J
C
M

代
表
団
63
名
）
が
参
加
し
、
運
動
の
柱
と
な

る
ア
ク
シ
ョ
ン・
プ
ラ
ン
を
は
じ
め
、
多
く
の

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
女
性
参
画
率
や

地
域
組
織
の
充
実
・
強
化
、
納
得
性
あ
る
新

た
な
加
盟
費
体
系
な
ど
、い
わ
ゆ
る
、重
要
課

世
界
大
会
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

第
2
期
に
お
け
る
期
待
に
つ
い
て

ヴァルター・サンチェス新書記長とJCM代表団

相
原 

康
伸

金
属
労
協
／
J
C
M
議
長

　

国
際
社
会
は
今
、
容
認
し
難
い
格
差
と
貧

困
の
拡
大
、
地
球
規
模
で
拡
大
す
る
暴
力
の

連
鎖
等
、
深
刻
さ
を
増
す
経
済
的
・
社
会
的

な
「
分
断
」
を
強
く
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
問
題
の
拡
大
を
食
い
止
め
る
労
働
組

織
、
産
業
分
野
の
行
動
と
国
際
社
会
の
連
帯

力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
結
社
の
自
由
・
団
体
交
渉

権
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
中
核
的
労
働
基
準
の

確
立
・
順
守
、
良
質
な
雇
用
と
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
、
す
な
わ
ち
「
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
仕
事
」
の
発
展
を
求
め
る
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ

ン
の
運
動
の
前
進
は
、
連
帯
す
る
力
を
国
際

社
会
に
示
す
ひ
と
つ
の
希
望
で
す
。

　

そ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ

ル
ユ
ニ
オ
ン
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
つ
な
ぐ
、
よ
り
強
力
な
製
造
系

国
際
産
業
別
組
織
が
必
要
と
の
問
題
認
識
に

基
づ
き
、
2
0
1
2
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
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を
大
会
参
加
者
全
員
で
確
認
し
、
新
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
金
属
労
協

は
、
こ
の
第
2
期
に
お
い
て
も
、「
労
働
者

の
権
利
の
擁
護
」「
組
合
の
力
の
構
築
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
資
本
へ
の
対
応
」「
不
安
定
雇
用

と
の
闘
い
」「
持
続
可
能
な
産
業
政
策
の
促

進
」
と
い
う
5
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
進

め
ら
れ
る
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
運
動

を
引
き
続
き
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
積
極
的

に
運
動
に
参
画
し
て
参
り
ま
す
。

第
２
回
世
界
大
会
に

臨
む
に
あ
た
り

　

さ
て
、
金
属
労
協
は
、
第
２
回
世
界
大
会

に
臨
む
に
あ
た
り
、
執
行
委
員
会
、
各
種
の

専
門
委
員
会
の
場
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
考

え
を
そ
の
都
度
、
率
直
か
つ
建
設
的
に
主
張

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
私
た
ち
は
、「
各
地
域
に
お

け
る
活
動
の
重
要
性
」、
並
び
に
、「
地
域
活

動
の
充
実
に
資
す
る
環
境
整
備
の
必
要
性
」

の
観
点
か
ら
、

●
地
域
特
有
の
課
題
解
決
に
は
、
加
盟
組
織
・

現
場
に
近
い
活
動
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と

●
課
題
解
決
に
向
け
地
域
事
務
所
が
担
っ
て

い
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
展
的
に

整
理
・
統
合
し
、
限
り
あ
る
地
域
の
資
源

を
有
効
に
活
か
す
必
要
が
あ
る
こ
と

●
地
域
の
メ
ン
バ
ー
の
よ
り
一
層
の
参
加
を
得

な
が
ら
、
地
域
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
づ

く
り
と
そ
の
進
捗
管
理
を
全
員
で
行
い
、

課
題
を
解
決
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、本
部
の
活
動
に
地
域
の
声
を
反

映
さ
せ
る
主
旨
か
ら
、
副
会
長
を
「
旧
3
G

U
F
の
代
表
」か
ら「
地
域
代
表
」に
変
更
し
、

今
後
、
副
会
長
を
「
各
地
域
の
代
表
」
と
し

て
位
置
づ
け
、
各
地
域
に
お
け
る
課
題
や
状

況
に
つ
い
て
「
本
部
書
記
長
の
窓
口
を
務
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
、
新
た
に
規
約
に
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
規
約
第
28
条
で

は
、「
地
域
事
務
所
は
、
議
長
と
協
力
し
、
地

域
組
織
の
活
動
を
実
行
す
る
」
と
規
定
さ
れ

た
な
ど
、
金
属
労
協
の
課
題
意
識
を
十
分
に

反
映
し
た
結
論
を
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
確

認
出
来
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

日
本
加
盟
組
織
と
し
て
、

金
属
労
協
と
し
て
の

今
後
の
取
り
組
み

　

ま
た
、
こ
の
度
、
金
属
労
協
、
化
学
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
が
所
属
す
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
・
Ｊ
Ａ
Ｆ
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
３
組
織
の
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
関
す
る
共
通
機
能
を
一

つ
に
ま
と
め
、
新
た
に
国
別
協
議
会
「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ

ン
日
本
加
盟
組
織
協
議
会
（
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ

ｔ
ｒ
ｉ
Ａ
Ｌ
Ｌ

－Ｊ
Ｌ
Ｃ
）」
が
結
成
さ
れ
、

2
0
1
7
年
１
月
よ
り
活
動
を
開
始
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
運
動
の
牽
引
役
と
し
て
、

ま
た
、
第
2
期
を
迎
え
た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
日
本
組
織
の
位
置
づ

け
に
相
応
し
い
役
割
を
果
た
す
上
で
重
要

な
体
制
整
備
が
図
れ
た
も
の
と
確
信
致
し

ま
す
。

　

さ
て
、
金
属
産
業
に
は
、
培
っ
た
強
み
を

基
盤
に
、
未
来
に
希
望
を
見
出
し
得
る
持
続

可
能
な
経
済
、
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

を
適
正
に
機
能
さ
せ
、
働
く
人
の
尊
厳
、
労

働
の
価
値
を
最
大
限
高
め
る
責
務
が
あ
り
ま

す
。
従
い
、建
設
的
な
労
使
関
係
の
拡
大
は
、

そ
の
為
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
一
層
の
運
動

強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
の
国
々
に
共
通
す
る
政
治
課

題
は
、
持
続
的
成
長
と
格
差
の
改
善
に
あ
り

ま
す
。
同
時
に
、
I
o
T
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

人
工
知
能
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4
・
0
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
爆
発
的
な
技
術
革
新
の
波

へ
の
対
応
も
不
可
避
で
す
。

　

世
界
の
英
知
は
、
今
後
迎
え
る
技
術
革
新

を
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
な
労
働
の
未
来
と
調
和
す

る
壮
大
な
装
置
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
、

社
会
に
適
切
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
せ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
技
術
革
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

経
済
的
、社
会
的
な
「
分
断
」
で
は
な
く
「
統

合
」
に
向
か
わ
せ
る
為
に
も
、金
属
労
協
は
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ

オ
ン
を
舞
台
と
し
て
、
よ
り
一
層
、
諸
課
題

の
克
服
に
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
度
、
多
く
の
同
志
の
ご
理

解
を
得
て
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
共
同
議

長
」、「
副
会
長
」、
さ
ら
に
は
、
国
内
新
組

織
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル

ユ
ニ
オ
ン
日
本
加
盟
組
織
協
議
会
の
「
議

長
」
の
職
に
そ
れ
ぞ
れ
就
か
せ
て
頂
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
職
責
の
重
さ
を
深
く
認
識

し
、
同
志
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
そ
の

任
務
に
相
応
し
い
成
果
を
見
出
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第２回世界大会での相原議長　意見表明
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1. はじめに
　電機産業においてはこの20 年間、グローバル競争が激化
する中、経営のグループ&グローバル化と共に事業構造・雇
用構造の改革が推し進められてきている。今回の大会には中闘
組合の委員長を中心に女性を含む21名が参加させて頂いた。
皆さん其々に気づきがあったと確信している。私自身も国内か
ら眺めて知っているつもりだった世界と各国で起きている実態
の違いを改めて知る大変貴重な機会となった。今回の寄稿で
は、はじめに大会運営や議論を通じての気づき、次に今大会
で退任をされたフーバー会長並びにユルキ書記長に敬意を払う
意味からご両名の思いの受け止め、そして最後に私なりの国際
労働運動に対する思いを述べさせて頂く。

2. 気づき  
①時間や運営について
　開催予定時刻になっても、全員が揃っておらず立ち話があち
らこちらで行われている大会会場。そしていつ始まるのかわから
ない状況に正直驚いた。また大会途中でも舞台に踊りながら
大行進するお祭りの雰囲気にも驚いた。あらかじめ予定はされ
ているのだろうが。日本人の時間を守る運営や生真面目さか？ 
他国の人々の柔軟性や大らかさか？ そう言えばユルキ書記長
の冒頭の挨拶で『相互 尊敬の念  寛容の念にて』と言われた
意味が良くわかった。日本の常識は世界の常識にあらずを最初
に思い知った。

②労働組合の結成の思い
　世界ではまだまだ労働組合の結成を良しとしない国々が多く
あることに驚いた。そして働くものの尊厳と権利を守るために、
それこそ命をかけて取り組んでいる姿。必死なのだ。日本にも
約８割の未組織労働者がいる。年間約 25万件の労働争議の
相談があり、大半は労働組合がないと聞く。連合評価委員会
で指摘されているように不条理に対する怒り、国民の共感を得
る運動を私たちこそ本気で起こさないといけない。

③信頼の労使関係
　一方で、労使関係が敵対のままでは何の解決にもならない。
もちろん日本の戦後の労働運動も抵抗、要求、そして参加の
時代と質的に転換している。社会の成熟と共に労使関係が進
化するのであろうが、世界で起きている労働争議、労使紛争の
現状を見ると、先ずは労使の徹底した対話と信頼の構築が重
要だと感じる。これは組合だけでなく、経営者にも求めなけれ
ばならない極めて重要な価値観だと感じた。

グローバル化と共存共栄
金属労協／ＪＣＭ副議長・電機連合中央執行委員長　野中 孝泰

④グローバル化と共存共栄
　国内のものづくりが海外へ移転し国内産業の空洞化を常に
懸念する時代。海外市場の取り込みや為替の変動等理由は
様々だろうが、グローバル企業にとって『グローバル競争に勝つ』
とは私達が普通に使っている言葉であることに間違いはないだ
ろう。海外の国々で、とりわけ新興国において大問題となって
いる不安定雇用や低処遇、劣悪な労働環境。コスト競争に勝
つために行われているとすれば他人事では済ますことは出来な
い。競争に勝つという価値観から共に存在し共に繁栄する価
値観への転換が必要である。企業は社会の公器として世界の
人々からリスペクトされることが大事だ。

3.�ベルトホルト・フーバー初代会長、ユルキ・ライナ
初代書記長の思いの継承

　お二人の言葉で特に印象に残っているものを紹介させて頂
く。フーバー前会長は私達を取り巻く情勢認識として『不安定
の継続。人 と々社会が内部から破壊されてきている。皆が協力
して解決しなければならないはずだがそうなっていない。グロー
バル化そのものがいけないのではない。公正と社会的平和を
目指さなくてならない』更に『アジアは目覚ましい発展をしてい
るが恩恵は少数だ。 7億人以上が貧困だ。 人権侵害がある。
環境保護、エネルギー問題、劣悪な環境で働いている、これ
が現状だ！』そして『世界の人権と労働のために団結して戦おう』
と呼びかけられた。
　またユルキ前書記長は、これらのことに対応するためには『信
念が必要だ！』と発信されたが、本人の行動にもそのことを強
く感じる。お二人に共通する労働運動家としての使命感。私達
に『どれだけ本気でやれているか？』と問うている。

4. 国際労働運動への思い
　グローバリゼーションの進展と国際経済秩序〜全員参加型
秩序を如何に築くのか？
　世界の多極化、不確実性が増す時代、国際秩序や国際合
意形成が困難になっている。企業のグローバル化と競争の激
化は更に進むだろう。先ずは世界で起きている現実を知ること。
向き合うこと。その上で『共存共栄』という価値観の醸成。加
えて日本の強みである労使協議制の浸透。『信頼をベースにし
た健全な労使関係』の構築やそのための『人材育成』など、
日本がたどってきた歴史・経験を活かした取組みで貢献出来る
ことが多くあるように思う。
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未来への闘い～インダストリオール・グローバルユニオン第2回世界大会特 集

　インダストリオール・グローバルユニオンの第２回世界大
会および関連する諸会議が、10月４日〜同７日にブラジル
の第２の都市で国内最大の港湾物流拠点であるリオデジ
ャネイロ市のウィンザーオセアニコ・コンベンションホール
で開催された。
　今回の大会は、2012年６月に結成大会を開催して以来
の世界大会であり、全世界から99カ国・約1200 名が参
加した。日本組織からは代表団107名が参加し、うちＪＣ
Ｍ代表団 63 名 (ＪＡＭから８名 )が参加した。
　今回の世界大会では、女性の参画率向上が課題の一
つとなっていたこともあり、ＪＣＭ代表団の女性比率は
30.2％ (ＪＡＭは37.5％ )を占めることとなった。
　世界大会の前日には、アジア太平洋地域の大会が同会
場で開催され、本年５月にフランクフルトで開催した執行
委員会の議事録を確認するとともに、アジア太平洋地域
執行委員の選出に併せて、同地域共同代表候補としてＪ
ＣＭ相原議長とオーストラリアのミシェル・オニール氏を確
認した。なお、同地域を代表するインダストリオール副会
長候補として、相原ＪＣＭ議長が指名された。
　会場では、世界大会開催に先立ち、世界６地域の大会、
女性委員会、執行委員会が開催された他、世界大会開会
式では、ダンスショーなどの華やかなパフォーマンスが披
露され、参加者から盛大な拍手が送られた。
　また、大会来賓として、汚職スキャンダルで辞任に追い
込まれたブラジル金属労組出身のルーラ元大統領が来場
し、ルーラ氏からは来賓としての祝辞なのか、汚職事件の
グチなのか解らないような挨拶であったが、同氏を支持す
る大会参加者からは盛大な拍手が送られた。
　世界大会では、３日間にわたり全体会議を開催し、①
インダストリオール結成大会以降から現在までの活動報
告、②４年間の財政報告・監査報告、③規約改正（執
行委員定数、新加盟費と移行措置、女性参画推進な
ど）、④地域代表の副会長選出と任務、⑤役員選出、⑥
2016 〜 2020年アクショクプランなどについて、ベルト
ホルト・フーバー会長からの提案に続き、各国代表からの
発言の後に採択するとともに、７本の政治決議も併せて
採択された。

インダストリオール
第２回世界大会に参加して

金属労協／ＪＣＭ副議長・ＪＡＭ 会長　宮本 礼一

　ユルキ・ライナ書記長からは、４年間の活動として、
①労働者の権利擁護、②労働組合の力の構築、③グロー
バル資本との闘い、④不安定雇用との闘い、⑤持続可能
な産業政策について計画に沿って活動してきたことと、組
織拡大は７％増に留まったことを報告するとともに、女性
参画や役員の登用については、全世界の組織で取り組む
よう促した。
　また、インダストリオールからの情報発信については、
ＳＮＳなどの情報発信ツールを積極的に活用していくとの
説明があった。
　女性参画問題については、「努力目標 40％」という数
値が示されているが、企業別労働組合が中心という労働組
合組織の状況などを勘案すると、目標達成にむけた工夫
や段階的な対応も必要と感じる。
　役員改選では、新会長にドイツ・ＩＧメタルのイェルク・
ホフマン氏、新書記長にブラジルのヴァルター・サンチェス
氏が選出された他、相原議長がアジア太平洋地域の地域
共同代表およびインダストリオールの副会長に選出された。
　ＪＣＭからは浅沼事務局長が登壇し、生産現場でのデ
ジタル化の進展を想定した雇用の確保や職業訓練が不可
欠であり、産業横断的な部会としてホワイトカラー部会の
ような組織の必要性を訴えた。また、地域と本部の活動
課題の整理が必要との認識に立ち、今後の執行委員会で
の検討を本部に要請した。
　加えて、関係各国代表団が協定反対を掲げているＴＰＰ
問題については、自由貿易協定の全てを否定すると、良
質な雇用機会の拡大を妨げるなど、光と影の側面に配慮
しつつ、公正な世界貿易を認めるべきとのＪＣＭとしての
見解を示したことは、重要なポイントである。
　各国代表団からは、日系企業を含むグローバル企業の
実名を挙げて、団体交渉応諾拒否の実態などの報告が相
次いだが、一部の発言者からは、現地日系企業での職場
環境の整備や雇用への配慮について賞賛する声もあった。
　ＪＣＭは有力なインダストリオール構成組織の一つとし
て、またアジア太平洋地域のリーダー役を担う組織として、
その役割を担わなければならないことを改めて感じた世界
大会でもあった。
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　国際労働運動は今後益々重要になる。日本の労働組
合にとっては海外へ事業体における建設的な労使関係
の構築や安全衛生職場の確立などの目的があり、更にグ
ローバル経済の加速・第四次産業革命の進展・地球環
境問題など一国では解決できない人類が克服していかな
ければならない課題に対し、世界中の労働組合が「働く
仲間の代表」として如何に関与していくかが問われてい
るのだと思う。さらに、「労働の尊厳を守るための闘い」
にも手を差し伸べていかなければならない。まさにそのよ
うなタイミングで第２回世界大会が開催された。
　今回の第２回世界大会に参加して感じた事であるが、
本質的にものづくり産業を持続可能なものとしてどのよう
に発展させていくかなどの視点からの発言が少なかった
ように感じた。途上国は労働組合として戦っている姿勢
を見せる事に終始しているとも感じた。裏を返せば、世
界はそれだけ「労働の尊厳を守るための闘い」をせざる
を得ない状況なのだろう。一方で各国・各地域・各出
身組織の色が強く出たのが「女性の参加比率をどうする
か」「会費水準をどうするか」などギリギリまで調整した
部分に対する発言であった。結成して４年の新組織なの
で、組織運営をどのように行っていくかといった観点がま
だまだ重要なのだろう。これからの４年間では是非、「持
続可能な産業政策をどのように実現していくか」「労働の
尊厳を如何に守っていくか」といった視点からの議論が
ますます活発となる事を期待する。
　全世界の労働組合組織率は１０％以下であり途上国
での組織率が低いのも事実である。さて、経済がグロー
バル化するのに従い労働運動も益々グローバル化する。
ここで我々が考えなければならないのは、国際労働運動

を如何にして職場第一線の組合員にまで共感を得る運
動としていくかという事ではないか。現時点においても現
場では生産活動が行われＪＣＭ傘下の組合員はそれこそ
すべての大陸、海上で働いている。組合役員・組合員と
キャッチボールし共感を得る取り組みを一層強化してい
かなければならない。
　一方で見て見ぬ振りが出来ないのも事実である。基幹
労連も世界中の同じ産業内の様々な仲間と連携し運動
を進めている。その中でも船舶解撤産業では多くの方が
“世界一過酷”と言われる職場で働き命を落としている。
安全衛生に関する基準が根本的に異なる。今現在、た
った一国のたった一か所の支援しか出来ていない。しか
し一人の命を救う活動がいつの日か多くの仲間の命を救
う事になると信じて活動を続けている。
　労働運動は約 300年前に第一次産業革命により労
働集約型の働き方が行われ発生した。現在、第四次の
産業革命が進行している。働き方は技術進歩により変わ
る。これに対し労働組合は正確に把握して運動を変えて
いかなければならない。組織化・産業政策・労働政策・
組織活動・広報すべてが変わってもおかしくない。一方
で格差・差別が蔓延している事も見逃してはならない。
　各組織ウイングの広げ方は様々だと思う。ある先輩が
「労働運動は運動であるから止まってはならない」と言われ
ていたのを思い出した。ＪＣＭの力を合わせ前に行こう！
　雑感として。ご安全に！

インダストリオール
第２回世界大会に参加して

金属労協／ＪＣＭ副議長・基幹労連中央執行委員長　工藤 智司
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未来への闘い～インダストリオール・グローバルユニオン第2回世界大会特 集

　第 2回となるインダストリオール・グローバルユニオン
の世界大会が、2016年10月4日〜10月7日にかけて、
ブラジル・リオデジャネイロにて開催された。JCM代表団
63 名、インダストリオール・ＪＡＦ代表団、ＵＡゼンセン
代表団を含めた日本代表団としては、107名の参加となっ
た。10月4日の開会式前段に行われたインダストリオー
ル・アジア太平洋の地域大会においては、共同議長の選
出や相原議長をアジア太平洋地域としてインダストリオー
ル副会長に推薦することを確認した。限られた時間のなか
で、各国代表者の意見には、議題と異なる自国の労働問
題などが発言されそうになるなど、大会に臨む各国代表者
の思いの強さを感じる一方で、前段から舵取りの難しさが
垣間見え、世界大会に向けてこれまで、各議案等に対す
る考えの異なる部分をどのようにソフトランディングさせる
か、地道に調整してきたＪＣＭ国際局をはじめとする関係
者の方々のご努力を再認識した。

　大会会場は壇上の後壁全面にディスプレイパネルが設
置されており、組織イメージや運動・連帯、開催地ブラジ
ルの文化等のメッセージ映像が迫力の音響とともに流され
る印象的なオープニングで開会式がスタートし、ブラジル
金属労組の出身で元ブラジル大統領のルイス・イナシオ・
ルーラ・ダ・シルバ氏が挨拶され、現地の代表を中心に
大喝采となった。ルーラ氏のことをネット検索すると「大学
の学位がないと何度も非難されてきたこの私が、生まれて
初めて免状を手にします。それがわが国の大統領という称
号です」といった言葉があり、現場からスタートし、相当
な努力をされてきた方であることを知り、労働に携わる者
として共感するとともに、現地の熱狂ぶりが理解出来た。
オープニングの他にも特徴的であったのが、インターバル？
の時間（予定には無い）に行われる様 な々現地のダンスや
ネットの活用で、大会の様子はライブ発信され、ＳＮＳに
よる拡大と共有化が図られていた。

A Luta Continua Rio 2016 に
参加して

金属労協／ＪＣＭ副議長・全電線中央執行委員長　岩本　潮

　議題の「女性参画の推進に関する規約改正」について
は、ぎりぎりまで調整努力がされた結果、40％の代表制
の目標を導入するとして承認がされたが、代表者のなかに
は、もっと上の50％縛りを主張することを理由に反対す
る意見もあり、今後の運動においても女性委員会での粘
り強い議論が求められるものであると感じた。
　大会のテーマである「未来への闘い」（Fight ing 
Forward ／A　Luta　Continua）で、「闘いは続く」の合言
葉のもと、「アクション・プラン」や「政治決議」における
各国代表者の多くの発言があり、「不安定雇用」「低賃
金」「長時間労働」といった共通の問題も多くあったが、
不当な例として仲間の出身母体かもしれない他国の企業
グループを名指しで取り上げることや、「搾取されている」
という強い表現に驚かされた。こうした各国代表の熱弁
の反面、100人を超える発言者を予定していても、持ち時
間オーバーを気にせず発言しつづける発言者（発言時間を
伝えられていても文章変更していない）が多いことや大会
後半に会場を離れている人が多かったことは、「共闘」は
良くとも、「協調」としては残念な思いであるのが日本代表
団の総意であったと思う。
　しかしながら、世界の仲間が抱える問題を共有し、あら
ためて日本の平和的、建設的な労使関係の大事さと、そ
うした環境のありがたさを忘れず、次代にもしっかりと残し
ていかなくてはならないと思った。産業・企業、日本経済
の健全な発展を求める一方で、グローバル化が進展する
なかにあっては、「世界中に働く人々の権利と共通の利益
を促進・擁護」していくとするインダストリオールの目的か
らも、こうした労使関係の構築を世界の仲間に広げてい
くという、社会的な責任があり、その重みが増していると
深く感じた大会であった。


